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上段：前回再評価

下段：今回再評価
事業化
年度

完了予定
年度

前回
（Ｈ２９）

胆振海岸では、海岸の侵食を防止
し、越波を防ぐ面的な抜本対策とし
て、人工リーフ等の海岸保全施設の
整備を進めています。

S63 R22 629 約74%

海岸の侵食を防止し、越波を防ぐこ
とにより、浸水被害の軽減を図り、
背後地の安全度を向上させることが
できる。

11.9 972 11,570

今回
（Ｒ４）

同上 S63 R22 654 約78% 同上 14.3 1,490 21,366

※1 進捗率は、それぞれの全体事業費に対する進捗率を示す

備　　考

北海道開発局事業審議委員会（令和４年度第２回）　審議案件一覧【再評価】≪海岸事業≫

事　　業　　名 再評価理由 事業の概要
事業期間 全体

事業費
(億円)

進捗率
※1

事業の効果等
費用便益比

全体
Ｂ／Ｃ

総費用 総便益 地方公共団体等の意見
対応方針

(案)
対応方針(案)決定の理由

事業の必要性・重要性に変化
はなく、費用対効果等の投資
効果も確保されているため。

再～6
胆振海岸直轄海岸保全施設整備
事業

再評価後５年

当該事業は、人工リーフを整備することに
より海岸の侵食を防止し、越波による浸水
被害の軽減を図ることで、背後地の人命と
財産を防護するとともに、近接する国道３
６号やＪＲ室蘭本線などの重要な交通網を
守り、地域の「安心・安全」を確保するこ
とから、当該事業の継続に異議はありませ
ん。
なお、事業の実施にあたっては、コストの
縮減を図るとともに、これまで以上に効率
的・効果的な執行に努め、早期完成を図る
ようお願いします。

継続
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